
吉備高原都市について Ⅰ 概要

吉備高原都市とは

昭和48年に当時の岡山県知事・長野士郎氏が岡山県総合福祉計画の中で打ち
出した構想で、岡山県のほぼ中央部に位置する吉備高原の一部に、自然環境、
風俗、伝統、文化を生かしながら、保健、福祉、文化、教育などの機能を備えた
吉備高原都市を建設した。当初は３万人の人口を想定した壮大な計画で、国立
吉備青少年自然の家や障害者を雇用する福祉施設、専門的リハビリテーション医療
と地域医療を担う吉備高原医療リハビリテーションセンター、吉備高原小学校、岡山
県総合教育センターなどができた。しかしながら、県の事業計画の見直しにより後期
計画は中断し現在に至っている。現在の人口は約1,600人である。

きびプラザ・コリドール さんさん広場（きびプラザ内）

住区内道路吉備高原医療リハビリテーションセンター

地域概観

• 世帯 883世帯（R3.1.1）

• 人口 1,590人（R3.1.1）

• 面積 1,912ha

• 標高 350～400ｍ

• 気候 高原冷涼

• 地質 強固で安定した地盤

【課題】

• 未利用地および住区の分譲促進

• 移住、定住人口増加による
拠点整備
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Ⅰ 概要
吉備高原都市 地域課題とスーパシティ構想の体系

住民がワクワクしながら安心・安全に生活できる未来型シティの創出

定住人口の減少
少子高齢化の抑制

吉備高原都市構想
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将
来
像

分野

地域活性化

医療・福祉ユニット エネルギーユニット 地域ポイントユニット

地域特性を活かした
インクルーシブな地域医療・福祉モデルの実現

教育ユニット

多様性のある
未来型教育モデル

の実現

災害時のエネルギー
供給モデルの実現

自助・共助を促進する
価値循環モデルの実現
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データ分析・モニター

AI

岡山大学

吉備高原医療
リハビリテーションセンター

吉備中央町岡山大学病院

きびプラザ

吉備高原都市

岡山県

データ連携基盤

・吉備高原
バーチャル小学校

・助け合い交通
・移動診療

IoT

・高度救急
・遠隔医療
・予防医療

薬局

共通吉備ID (*オプトイン)

・太陽光発電
・蓄電/供給

介護・障害者施設

住民がワクワクしながら安心・安全に生活できる未来型シティの創出

・地域ポイント運用

・医薬品配送 消防署・警察署

Ⅰ 概要
吉備高原都市スーパシティ構想 イメージ図

① 医療・福祉

⑤ 防災・エネルギー

③ 移動 ⑥ 地域ポイント④ 教育

② 物流

●エネルギーユニット

●地域ポイントユニット●医療・福祉ユニット ●教育ユニット

北部南部東西住区

住民中心のまち

岡山県総合教育センター
吉備中央町教育委員会事務局

*オプトイン:取得・活用するデータの種類、利用目的、利用先等を明示し、利用者の同意を得てから、データの取得・活用を行い、データを利活用する。



吉備高原都市スーパーシティ構想 推進体制
Ⅰ 概要

吉備高原都市スーパーシティプロジェクトチーム

プロジェクトリーダー：岡田副町長
事務局長 ：企画課 片岡課長
事務局 ：企画課 大樫課長補佐
事務局顧問 ：橋本 町長特命チーフアドバイザー
各チームリーダー ：松山主事(医療・福祉、教育)

山本主幹(地域ポイント、物流、移動)
藤森主事(防災・エネルギー、データ連携) 

医療・福祉、教育チーム

リーダー：松山主事(産業)
清本課長補佐(保健)
坂井主幹(介護)
久志主事(教育)

地域ポイント、物流、移動チーム

リーダー：山本主幹(交通)
早川課長補佐(財政)
中山課長補佐(買物)
池上主査(農業)

防災・エネルギー、データ連携チーム

リーダー：藤森主事(情報)
大森課長補佐(個人情報)
中山主事(再エネ)

◎ベネッセコーポレーション
・富士通
・システムズナカシマ
・岡山県総合教育ｾﾝﾀｰ
・岡山トヨタ自動車
・中国銀行

教育
分科会

◎富士通
・岡山大学 医学部
・バーズ・ビュー
・帝人ﾅｶｼﾏﾒﾃﾞｨｶﾙ
・吉備高原医療ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

・アインホールディングス
・中国銀行

医療・福祉
分科会

◎富士通
・両備ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ
・岡山トヨタ自動車
・トヨタ自動車
・MONET 

Technologies
・ウエスコ

移動
分科会

◎ANAホールディングス
・全日本空輸
・空撮サービス
・中国銀行

◎NTTファシリティーズ
・中国電力
・中国電力ﾈｯﾄﾜｰｸ
・ｴﾅｼﾞｰ・ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ
・パナソニック
・中国銀行

防災・エネルギー
分科会

隈研吾
東京大学名誉教授

高松伸
京都大学名誉教授

原研哉
武蔵野美術大学教授

顧問アーキテクト

主幹：那須保友（研究担当）
国立大学法人岡山大学 副学長

補佐：内山敬太 （システム担当）

富士通株式会社 ｼﾆｱﾌｨｰﾙﾄﾞ･ｲﾉﾍﾞｰﾀ

補佐：橋本幸夫（地域担当）
株式会社システムズナカシマ 専務取締役

吉備高原都市スーパーシティ推進協議会会長：山本町長

◎西日本電信電話
・中国銀行
・ﾏﾈｰﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

物流
分科会

地域ポイント
分科会

◎富士通
・西日本電信電話

データ連携基盤
分科会
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消防ヘリでの
診断・処置・映像を共有

先端的サービスの概要 サービス全体と規制改革マップ

岡山大学病院

吉備高原医療
リハビリテーションセンター

薬

アイン薬局

住民

介護施設

吉備中央町

消防署 スマートグラスで現場の映像と
患者情報を医療機関と共有

AI 遠隔画像診断
AI遠隔デイサービス
口腔ケア・予防
心臓病予防

病病連携

電子処方箋

ドローンで
医薬品配送

移動診療車

オンライン診療

AI 遠隔リハビリ

自助ポイント
共助ポイント

地域ポイント(健康促進)

吉備の里
(障害者施設)

救急救命士の
役割・行為拡大

【予防医療】 地域に根ざしたリハビリテーションとインクルーシブな予防医療

EHR
PHR

救急患者
妊産婦 等

オンライン服薬指導

病薬連携

吉備高原小学校

国・省庁

・医療DB
・介護DB
・医療・介護保険DB

・マイナンバー

吉備ID
発行・管理

未来型救急

太陽光発電

ライドシェア

サービスの流れ

定置型蓄電池

データ連携

②-A

③-B

⑤-A

①-B
①-E
①-I
①-F
①-G

①-J
①-H

⑥-A
⑥-B

③-A

⑤-B
④-C

④-A
④-B
④-C

①-D

①-C

①-A

★規制:e,f
★規制:c,d

★規制:a,b

★規制:a,b,i

★規制:a,b,h

★規制:c,g ★規制:j,k

★規制:a,b

Ⅱ➀「複数分野の先端的サービスの提供」に関する事項

AI介護予防
AI母子健康促進

次世代AIドリル
ハイフレックス型授業
ﾏｲｸﾛｽﾃｯﾌﾟ･ｽﾀﾃﾞｨｼｽﾃﾑ

岡山駅

区域外の岡山駅、
岡山空港に限定

区域内
ニーズ対象

・タクシー事業者
・住民自家用車

★規制改革・緩和

a.診療報酬制度
（遠隔連携・リハビリ
読影・口腔ケア等）

b.薬機法
c.航空法
d.審査要領
e.道路交通法
f. 道路運送法
g.救急救命士法
h.健康保険法
i. 医師法/歯科医師法

j.学校教育法
k.学校設置基準
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Ⅱ➀「複数分野の先端的サービスの提供」に関する事項

岡山大学病院
臨床研究中核病院

吉備高原医療
リハビリテーションセンター

薬

アイン薬局

自宅

吉備中央町

消防署

消防ヘリでの
診断・処置の
映像を共有

スマートグラスで現場の映像と
患者情報を医療機関と共有

AI 遠隔画像診断
心臓病予防

病病連携
病薬連携

電子処方箋

ドローンで
薬を配送

AI 遠隔
リハビリ

救急救命士の
役割・行為拡大

オンライン服薬指導

EHR
PHR

救急患者
妊産婦 等

Ｂ

E

Ｃ
D

Ａ

G

データ連携基盤
地域特性を活かしたインクルーシブな地域医療・福祉モデルを実現

病介連携

２．遠隔医療ゾーン（医療環境・通院の不便さを解消）１．高度救急ゾーン

※ 地域医療連携ネットワーク(晴れやかネット)が整備されている

先端的サービスの概要 医療・福祉

オンライン診療

介護施設吉備高原小学校
吉備の里

(障害者施設)

運動機能・心身の状態の
改善度をAIで解析しアセスメント

・住民一人ひとりの口腔ケア
-レントゲン写真、歯垢付着率
（生活習慣病の予防効果）

IF

AI遠隔デイサービス口腔ケア・予防

J

介護予防
AI スクリーニング

介護予防促進

AI 母子健康促進

Ｈ

移動診療車

健康診断・健康イベント

地域ポイント(健康促進)

３．予防医療ゾーン（町全体でインクルーシブな予防医療を促進）
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Ⅱ➀「複数分野の先端的サービスの提供」に関する事項
先端的サービスの概要 教育

多様性に対応し、のびのびと教育が受けられる未来型教育モデルの実現

個別最適化

学習
協働学習

オンライン学習

バーチャルでの学び

ハイフレックス型授業

◼ 専用端末を使用した自宅での個別最
適化学習（ﾏｲｸﾛｽﾃｯﾌﾟ・ｽﾀﾃﾞｨ）

◼ 次世代AIドリルによる個別最適化学習

◼ 町内外での協働・交流学習の定例化
◼ 町内外の他小学校とのオンライン交流
◼ 地域探究的学習(地域人材授業)

協働学習（町内・外）

一斉リアル授業/動画配信

✓ 他市・他県の小学校との
交流

✓ 地域との連携AI

校内・自宅

✓ どこからでも授業がライブで受講できる。（不登校児童にも学びの機会を提供）
✓ アーカイブされているので後から復習ができる。
✓ ICT支援員を常駐させているため教員は授業に集中できる。
✓ 地域住民や保護者もICT活用支援ボラティアとして協力（地域ポイント連携）

✓ あくまでもリアルな授業がベースであり、通常の授業や行事などスクーリングで実施
✓ 集団の中でこそ得られるコミュニケーション力、協働、チームワークなど資質能力を育成

リアルでの学び

全児童がどこからでもいつでも受講できる「吉備高原バーチャル小学校」

＋

児童の個性を伸ばすマイクロ
ステップ・スタディの導入

✓ 高精度教育ビッグデータを活用した個別最
適化学習システムを導入

✓ スマホ型の専用端末を全児童に配布し自
宅での学習も可能にする。

全児童が在籍

あくまでも従来のリアルな
授業がベース

自宅でオンライン学習と
ハイフレックス型授業に加えて
ﾏｲｸﾛｽﾃｯﾌﾟ・ｽﾀﾃﾞｨも活用

「吉備高原バーチャル小学校」
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Ⅱ➀「複数分野の先端的サービスの提供」に関する事項

地域ポイントで自助・共助を促進する価値循環モデルの実現

自治体における
手軽な運用と財源確保、

持続可能な社会課題の解決へ

データ利活用
による住みやすい

環境整備へ

企業版ふるさと
納税／SIB等

脱炭素/
再生可能

エネルギー等

企業の誘致
移住の促進

財源確保事業

地域ポイント事業

地域見守り/
助け合い等

からのチャージ

健康増進
活動等からの

チャージ

住民の活発な利用
自助共助の活動による社会コスト削減

財源の提供

医療
事業

教育
事業

防災
事業

拡大事業

経費削減

活動・ポイント
利用データ等

マイナンバーカード連携した
地域ポイントシステム

データ蓄積

データ分析

他ポイント
連携事業

買い物で
利用

他ポイントサービス

※他ポイントに交換後のサービ
スは、交換先ポイントの仕様に
依存

医療費・医薬品
の支払いに利用

ポイント
交換

先端的サービスの概要 地域ポイント

自助
活動

共助
活動

吉備中央町

参加
・医療
・健康
・教育

サポート
・子育て
・教育
・移動・買い物
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